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主査名 河野達仁 東北大学教授 

研究テーマ 道路維持補修の効率的財源調達方法：動学モデルと統計分析による検討 

研究の経過（4 月～9 月）： 

道路や橋梁の修繕のライフサイクルコスト最小化を目的に一般的に利用されているマル

コフ劣化過程モデルをOLG モデルに組み込み経済分析を行った。OLGの一期分は橋梁の健

全度検査期間の 5 年に合わせて、若年期と高齢期に分けた 5 年ごとのモデルである。特に、

公共団体の財政制約を考慮している点が特徴である。  

このモデルを用いて、橋梁の修繕タイミングの最適化を行う。その結果は、従来のライフ

サイクルコスト最小化（公的資金の限界費用=1 に相当）と公的資金の限界費用内生的変化

が最適タイミングに影響を与えている。どのような条件のときに予防保全が優位で、どのよ

うな時に事後保全が最適かについて整理を行っている。 

また、公共体が公債発行ができるケースとできないケースの比較の分析も行っている。こ

れにより最適な公債発行パターンも提示することができる。理論的には公債発行期間すべて

で公的資金の限界費用が平準化することを導出しており、数値計算についてもそのような性

質が確認できている。そのうえで橋梁の修繕タイミングを変化させる要因を、パラメータ変

化により分析している段階である。 

下期へ向けて（課題等）： 

 計算は順調に進んでおり、大きな問題は発生していない。公債発行についてのシミュレー

ション後、上位公共団体からの補助金があるケースの分析を引き続いて行う予定である。公

債発行の分析については、応用地域学会で発表し、学会の反応をもとに分析の精緻化と論文

の改訂を行っていく予定である。 
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